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大学広報誌制作における
新型コロナウイルス
感染防止策について

本誌の制作では、写真撮影は
密を避けながら短時間で実施
し、取材は電話やオンライン会
議システムを活用しました。新
型コロナウイルス感染防止策
を徹底しながら、制作にあたり
ました。

埼玉キャンパス
経営学部（令和4年度入学生まで）　
教育学部　地域創生学部
〒354-8510 
埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1
Tel 049-274-1511 

東京キャンパス
経営学部（令和5年度入学生より）　
人文学部　淑徳大学短期大学部
〒174-8631 
東京都板橋区前野町6-36-4
Tel 03-3966-7631

千葉キャンパス
総合福祉学部　コミュニティ政策学部
大学院 総合福祉研究科
〒260-8701 
千葉県千葉市中央区大巌寺町200
Tel 043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　
大学院 看護学研究科
〒260-8703 
千葉県千葉市中央区仁戸名町673
Tel 043-305-1881

大学広報誌「Together」読者アンケートのお願い
大学広報誌「Together」は４月と１０月の年２回発行しています。保護者
や卒業生の皆様に向けて、「淑徳大学の今」をお届けします。皆様の貴重
なご意見、ご感想をお聞かせいただきたく、右記QRコードより読者アン
ケートへのご協力をお願い致します。

https://forms.gle/bnkyvw8D5UYxpqDo7

淑徳大学は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、積極的に取り組んでいます。
その一環として、この印刷物はFSC®森林認証紙と、地産地消・輸送マイレージに配慮したライスインキを使用しており、環境に配慮した印刷物として発刊しています。

公式HP 公式Twitter アドミッションセンター
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学長メッセージ

新入生のみなさんへ
当キービジュアルのデザインやキャッチコピーの決定にあたっては、本学
学生にも参画いただき、募られた意見を踏まえ決定致しました。また、
キービジュアルをコンセプトにした動画が大学公式Web サイト、大学公
式YouTube チャンネルにて公開されておりますので、下記QRコードよ
り是非ともご覧ください。
なお、動画内のナレーションは人文学部 表現学科 加藤 輝さん、藤田 和奏
さんにご担当いただきました。

https://www.youtube.com/watch?v=K3SZVb_Tkek
詳細はこちらをご確認ください

同窓生入試制度について

入学金免除
淑徳大学短期大学部を除く、淑徳大学（大学院含む）卒業生の２親等以内の
血族の方または在学生の兄弟・姉妹の方は入学金を免除します。

総合点に加点
淑徳大学短期大学部を除く、淑徳大学（大学院含む）卒業生の２親等以内の
血族の方または在学生の兄弟・姉妹の方は、同窓会長の推薦書を出願書類と
一緒に提出することで総合点に加点します。

入学金免除・条件

対象学部

対象入試

手 続 き

全学部

全入試

合格後、入学手続き時に対応

対象学部

対象入試

手 続 き

総合福祉学部・コミュニティ政策学部

総合型選抜（専願）のみ

下記の通り、入試前に対応

優遇資格・条件

※同窓会長の推薦書の交付を受けるためには、「同窓生事前面談」を受ける必要があります。

詳細はこちらをご確認ください

新大学キービジュアル「想い、共に、彩る。」
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経営学部　
学部長 

千葉 千枝子

　2012年、埼玉キャンパスに誕生した経
営学部は10周年記念行事を開催したば
かり。今春から東京キャンパスという新たな
景色で、新入生の皆様をお迎えしたことは
光栄です。次のステージは、さらなる発展と
輝きに満ちたものになるでしょう。一緒に紡
いでいきましょう。

看護栄養学部　
学部長 

林 雅晴

　皆さん、ご入学、おめでとうございます！
　キャンパスに足を踏み入れたその瞬間
から、皆さんは看護師あるいは管理栄養
士への道を歩みはじめたことになります。
学業のみならず、ボランテイア活動などにも
参画され、充実した学生生活を送られるこ
とを祈っております。

コミュニティ
政策学部　
学部長 

芹澤 高斉

　新入生のみなさん、ご入学おめでとうご
ざいます。入学後、学内での授業や課外
活動に加え、多くの人と出合い、多様な考
え方に接し、気づいたり考えたりすることを
通じて多くのことを学び、不確実な未来を
生き抜く力を身につけてください。

人文学部　
学部長 

小川 博章

　ご入学おめでとうございます。人文学部
は歴史学科、表現学科に人間科学科が
加わり3学科体制でスタートします。縁あっ
て淑徳大学で出会った友人、先輩、教職
員との交流の中で、自分の心の底からドキ
ドキワクワクすることを見つけて、大切に育
ててほしいと思っています。

地域創生学部　
学部長 

矢尾板 俊平

　ご入学おめでとうございます。これから
の大学生活では、さまざまな出会いが待っ
ていることと思います。そのひとつひとつ
が、皆さんの人生を豊かにする糧となり、夢
や希望を支えるかけがえのない財産になり
ます。皆さんのステキな大学生活を、私た
ちは応援していきます。

教育学部
学部長 

山田 晋治

　教育学部に学ぶ学生たちは、将来教員
や保育士として活躍するという夢をもち
日々充実した大学生活を送っています。私
たち教職員も新入生のみなさんの頑張りを
精一杯応援していきますので、子どもに寄
り添い共に学び、信頼されるよき保育者・教
育者を目指してください。

総合福祉学部　
学部長 

千葉 浩彦 

　ご入学おめでとうございます。本学発祥
の千葉キャンパスをよく見て、ゆっくりと感じ
てみてください。そして、さまざまな人間関
係に囲まれながら学びの場を得られたこと
を、自らよろこび、そしてそれに応えていけ
るよう、一歩ずつ動き出してみてください。
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長
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　新入生の皆さん、ご入学おめでとうござい
ます。声劇サークルVoxです。主に、新入生
歓迎会や淑徳祭に向けて、声優のような声の
みでの演技の練習を行っています。また、今
後機会があれば、朗読会や舞台演劇など、
活動の幅を広げていきたいと考えています。
新入生の皆様と一緒に夢に向かって活動で
きることを心待ちにしております。それぞれの
夢に向かって、４年間頑張ってください。

声劇サークルVox 
村田 蓮さん 

［東京キャンパス］

▲動画はこちら

　待ちに待った大学生活ですね。大学では「自分」と
いうものをしっかり持っていないと、いくらでも怠けるこ
とができるものです。私たちの監督がよく仰る言葉で
す。理想の「自分」に近づく為、日々ベストを尽くすこ
と。理想の反対は妥協。何事にも妥協しなければ、理
想の「自分」になれる。将来をしっかり見据えて、夢に
向かって頑張ってください。応援しています！私たちも
頑張ります！

女子柔道部

［埼玉キャンパス］

▲ 動画はこちら

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうご
ざいます！勉強はもちろん友達をいっぱ
い作ったり色々なことにチャレンジした
り、今しかできないことを思いっきり楽し
んでください。大学生活が充実したもの
になりますように。応援してます！

千葉アドスタッフ 

［千葉キャンパス］

　ご入学おめでとうございます。shukutokids
は病院でボランティア活動を行っている団体で
す。今はコロナ禍で病院に行けないため、病院
にバルーンや壁飾りなどをプレゼントしていま
す。こどもが好き、ボランティアに興味のある方
の参加をお待ちしています！

ボランティアサークル
shukutokids

［千葉第二キャンパス］

　ご入学おめでとうございます。淑徳大学で学
び始める皆さんを応援します。皆さんはこれか
らたくさんの新しいことに出会います。初めての
ことは緊張しますが、一歩踏み出してみてくだ
さい。大切な学びと経験、そして大切な友人を
得ることができるでしょう。

社会福祉学科長
山下 幸子

［千葉キャンパス］

　ご入学おめでとうございます。大学の４年間
は、世界がぐんと広がり、様々な人やものと出会
える時期かと思います。新しい出会いはまた、
今まで気づかなかった自分と新たに出会うこと
でもあるでしょう。どうぞ豊かな時間が過ごせま
すよう、お祈りしています。

実践心理学科長
久保田 美法

［千葉キャンパス］

　ご入学おめでとうございます。皆さんと共に
学問を探究できることを楽しみにしています。淑
徳大学で、子ども達やその家族の幸せの実現
のために、仲間とともに人間性を豊かに育みな
がら「福祉マインド」をもった保育者・教員を目
指して、ともに成長していきましょう。

教育福祉学科長
齊藤 崇

［千葉キャンパス］

　ご入学おめでとうございます。毎日の授業や課題に追
われて忙しくなるとは思いますが、適度に遊んで息抜き
する事を忘れないでください。充実した大学生活になる
事を心よりお祈りしております。頑張ってください。

栄養学科2022年卒業生 
北村 泰史さん 
学校法人 二葉総合学園 

吉祥寺二葉栄養調理専門職学校 勤務

［千葉第二キャンパス］

　入学おめでとうございます！ 淑徳大
学には、可能性を広げるチャンスがたく
さんあります。大学で専門分野の基礎
を学び、積極的に外へ出てみてくださ
い。自分の中で何か光るものが見つか
るはずです。応援しています！

表現学科2023年卒業生 
野中 優海さん 

株式会社クリーク・アンド・リバー社

［東京キャンパス］

　新入生のみなさん、入学おめでとうございます。
これから始まる４年間の大学生活は一番実りの多
い時期かと思います。勉強はもちろんのこと、素晴
らしい友人に巡りあい、充実した学生生活を送れ
るようお祈りします。

看護学科2012年卒業生 
菅 侑也さん 

社会福祉法人 親善福祉協会　
国際親善総合病院 勤務

［千葉第二キャンパス］

　大学では、勉強はもちろん、課外活動、サー
クル、アルバイトなど、色々なことにチャレンジで
きる時間がたくさんあります。そのチャンスを活
かすために、様々なことに積極的に取り組ん
で、後悔のない大学生活を送ってください！

埼玉アドスタッフ在学生

［埼玉キャンパス］

　ご入学おめでとうございます。これから始
まる4年間の学生生活で様々な勉強や経験
をする事と思います。充実した学生生活とな
るよう、自主性・積極性を持って何事にも挑戦
してみてください。

卒業生一同
社会福祉法人 淑徳福祉会
淑徳共生苑 勤務 

［千葉キャンパス］

　ようこそ淑徳大学へ！私たち
Inovation Of Selfは、学年を超えて
勉強のコツなどを教え合う学生団体
です。看護学科の皆さん勉強が心配
ならこの団体への入会をお待ちして
おります！（写真は1年生のベットメイキ
ング講座です！）

学生団体
Inovation Of Self

［千葉第二キャンパス］

　新入生の皆さん、御入学おめでとうございます。
公務員になりたい方、新しいことを始めたい方、災
害について知識を付けたい方、大学生活を充実さ
せたい方、そんな皆さんにおすすめなもの、それが
淑徳大学学生消防団です。消防団では、月に1回
程度、防災パトロールや放水訓練、団員同士の規
律を整えるための規律訓練などを行っています。
やったことが無いから不安を抱えている方、難しそ
うだから遠慮してしまっている方こそ、一度、学事
部地域連携室までお話を聞きに来てください。

千葉キャンパス 
消防団

［千葉キャンパス］

新入生への

メッセージ
　今、様々な期待や不安があるかもしれませんが、大学
で出会う仲間たちと協力して楽しい大学生活を送ってく
ださいね。私たちソフトボール部は日本一を目標に毎日練
習に取り組み、仲間と共に充実した毎日を送っています。
ぜひ、皆さんも大学生活の中で沢山の仲間と出会い、自
分の目標を立て充実した大学生活を送ってください。

ソフトボール部

▲動画はこちら

［埼玉キャンパス］

　新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。
これまでは「生徒」でしたが、これからは「学生」で
す。ぜひ学んで生きる「学生」として４年間を丁寧に
過ごしてください。コミュニティ政策学科では、多種多
様な学びのフィールドを用意し、学ぶ自由や権利を何
よりも尊重します。ようこそコミュニティ政策学科へ。

コミュニティ政策学科長
日野 勝吾

［千葉キャンパス］

在学生・卒業生・

教員から 

　ご入学おめでとうございます！これから様々な
学びや出会いがあると思います。楽しい大学
生活を送れることを願っています。発達臨床研
究センターは、発達に気がかりのある幼児から
小学生までのお子さんの発達をサポートする
機関です。実習参加は3年生からになります
が、1年生は夏に参加できる行事があります。興
味があれば是非参加してくださいね！

発達臨床研究
センター

［千葉キャンパス］

　ご入学おめでとうございます。淑徳大学
野球部は、常に感謝の気持ちを忘れずに練
習、そして試合を行っています。年齢関係な
く仲良く、時には厳しく注意し合いながら日頃
の練習に励んでいます。2部優勝、そして1部
昇格を目指しこれからも頑張ります！興味が
ある方はぜひ練習にお越しください。

硬式野球部 

［千葉キャンパス］

　新入生の皆さん、ご入学おめでとう
ございます。私たちピア・カウンセラー
が、皆さんの学生生活をよりよいものに
できるようサポートいたします。困ったと
きは、是非、なんでも相談してください！

ピア・カウンセラー 
石川 莉乃さん 

［東京キャンパス］

　これから始まる大学生活に対して不
安な気持ちもあると思いますが、勉強だ
けでなく、サークル活動やアルバイト等楽
しいことが沢山待っています。私達も大
学生活で培った経験を糧に4月から新た
な一歩を踏み出しました。皆さんも4年
間、淑徳大学で有意義な時間を過ごし
てください！

埼玉アドスタッフ卒業生

［埼玉キャンパス］

動画はこちら

▲

　ご入学おめでとうございます。大学で
は、新しいことにチャレンジする機会が多
くあります。私はアドスタッフという組織に
入り、学年学科問わず仲の良い学生が
増えました。そしてアドスタッフは、大学の
顔としてとてもやりがいのある仕事です。
ぜひ皆さんも私と共に学生生活を満喫さ
せませんか。お待ちしております。

東京アドスタッフ 
奥永 琴さん 

［東京キャンパス］
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新
生
淑
徳
大
学
ス
タ
ー
ト！

２
０
２
３
年
４
月
よ
り
、新
た
な
学
部
学
科
の
開
設
や
一
部
学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
、全
学
共
通
基
礎
教
育
科
目
の
開
講
、

新
た
な
学
生
支
援
体
制
の
整
備
等
、満
を
持
し
て
新
生
淑
徳
大
学
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
た
な
運
営
体
制
の
下
、広
い
教
養
と
専
門
的
知
識
、技
能
を
身
に
付
け
た
人
材
の
教
育
、及
び
充
実
し
た
学
生
生
活
の
支
援
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

本
特
集
で
は
、新
生
淑
徳
大
学
の
新
た
な
展
開
を
一
部
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

７
学
部
13
学
科
の
総
合
大
学

　

地
域
創
生
学
部
地
域
創
生
学
科・人
文
学
部
人
間
科

学
科
の
新
設
、経
営
学
部
の
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
東

京
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
が
行
わ
れ
、７
学
部
13
学
科
４

キ
ャ
ン
パ
ス
の
総
合
大
学
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。今
後

は
よ
り
幅
広
い
学
問
分
野
で
学
生
に
学
び
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

※

新
設
学
部
学
科
、移
転
学
部
の
詳
細
は
７
〜
10
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

留
学
生
別
科
の
設
置

　

留
学
生
の
受
け
入
れ
を

更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
べ

く
、留
学
生
別
科
を
新
た
に

設
置
し
ま
し
た
。２
０
２
３

年
度
は
日
本
語
能
力
の
修

得
を
主
と
し
た「
予
備
教
育

型
」の
コ
ー
ス
を
東
京
キ
ャ

ン
パ
ス
に
設
置
し
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
等
を
取
り
入

れ
、日
本
語
教
育
に
精
通
し

た
教
員
が
一
人
ひ
と
り
丁
寧

に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

Ｓ-

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ（
全
学
共
通
基
礎
教
育
科
目
）

　

１
つ
の
淑
徳
大
学（
Ｏ
ｎ
ｅ 

Ｓ
ｈ
ｕ
ｋ
ｕ
ｔ
ｏ
ｋ
ｕ
）と
し

て
共
通
の「
学
士
力
」を
目
指
す
べ
く
、全
学
部
学
科
共

通
で
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な

基
本
的
な
力（
知
識
・
技
能
・
態
度
）を
身
に
付
け
ら
れ

る
、全
学
共
通
基
礎
教
育
科
目「
Ｓ‐

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。８
つ
の
大
項
目
に
区
分
さ
れ
る
多

彩
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し
、こ
れ
ら
を
礎
と
し
て
、

各
学
科
の
専
門
教
育
科
目
へ
学
び
を
深
め
ま
す
。

PICKU
P 

PICKU
P 

地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
開
設

　
「
建
学
の
精
神
の
行
動
化
」を
い
っ
そ
う
推
進
す
る

た
め
、地
域
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
発
展
・
強

化
さ
せ
、新
た
に
地
域
共
生
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し

た
。地
域
で
の
活
動
、体
験

を
通
し
て「
他
者
と
向
き
合

い
、共
に
生
き
、生
か
し
合
う

社
会
の
実
現
と
、生
涯
に
わ

た
り
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

と
い
う
生
き
方
」
を
学
ぶ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
全
キ
ャ
ン
パ
ス

で
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

※

詳
細
は
11
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

PICKU
P 

　

２
０
２
３
年
度
以
降
、誰
で
も
自
由
に
利
用
で
き
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
化
さ
れ
た
学
習
だ
け
で
は
な
く
、個
別
の
学

習
指
導
や
学
習
意
欲
を
引
き
出
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
、そ
し
て

個
人
が
尊
重
さ
れ
る
空
間
を
提
供
す
る
、学
修
支
援
制

度
が
開
始
予
定
で
す
。学
修
支
援
と
学
習
意
欲
を
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
に
よ
り
、学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

学
修
支
援
制
度
の
構
築

　

学
生
一
人
ひ
と
り
が
納
得
で
き
る
進
路
選
択
を
後
押

し
す
べ
く
、本
学
の
キ
ャ
リ
ア
教
育・支
援
体
制
を
全
学

的
に
統
括
す
る
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。キ
ャ

ン
パ
ス
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
支
援
の
統
一
化
を
図
り
、

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
色
を

活
か
し
な
が
ら
も
全
学

生
の
サ
ポ
ー
ト
格
差
の

減
少
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
一
元

的
集
約
、そ
し
て
大
学
全

体
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に

対
す
る
専
門
性
の
維
持

と
向
上
を
図
り
ま
す
。

キ
ャ
リ
ア
教
育
・

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置

　今回の写真は、淑徳大学の建設初日の鍬入れ式に臨む良信先生
です。1964年７月28日午前11時より淑徳大学の校舎地鎮式と起工
式が挙行されました。開学当初からの建物で、現在も唯一残る1号館
（淑水記念館）の位置で行われています。

写真について

▲ 鍬入れ式の長谷川良信先生

参考文献
長谷川匡俊　『ﾄゥギャザー ウィズ ヒム』2020年
『淑徳大学五十年史』

 （作成　淑徳大学アーカイブズ）
淑徳大学アーカイブズ（千葉キャンパス1号館3F）▶ 

特集
SPECIAL FEATURE

Together

新生
淑徳大学

社会福祉
学科

こども教育
学科

教育福祉
学科

実践心理
学科

看護学科

栄養学科 経営学科

歴史学科

表現学科

地域創生
学科

コミュニティ政策
学科

観光経営
学科

人間科
学科

総合
福祉
学部

看
護
栄
養
学

部

教育学部 地域創生
学部

経
営
学
部

コミ
ュニ
ティ
政
策
学
部

人
文
学
部千

葉
キャ

ンパ
ス  

千
葉
第
二
キャンパス

埼玉キャンパス

東
京
キ
ャ
ン
パ
ス

学習力の
養成

社会力の
養成

表現力の
養成

社会の
理解

思考力の
養成

人間の
理解

人間力の
養成

国際の
理解

PICKU
P 

PICKU
P 

PICKU
P 
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特集
SPECIAL FEATURE

Together

社
会
の
変
化
に
寄
り
そ
っ
た
地
域
創
生
を
学
ぶ

地
域
創
生
学
科

地
域
創
生
学
部

約
２
か
月
と
い
う
短
期
間
で
集
中
的
に

授
業
を
履
修
す
る
た
め
、密
度
の
高
い
学

修
を
促
し
、高
い
教
育
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。学
生
た
ち
は
、こ
の
高
い
教
育

効
果
を
期
待
で
き
る
４
年
間
の
学
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、地
域
課
題
を
解
決
し
、

持
続
可
能
な
地
域
を
創
る
た
め
の
仕
組

み
づ
く
り
や
貢
献
で
き
る
力
を
磨
い
て

い
き
ま
す
。

　

学
生
た
ち
の
将
来
は
多
彩
な
進
路
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、共
通
す
る
こ
と
は

社
会
事
業
家
を
目
指
し
て
欲
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。例
え
ば
、地
域
創
生
の
実

践
者
と
し
て
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
発

想
や
企
画
力
を
持
っ
て
行
動
で
き
る
挑

戦
的
な
公
務
員
、地
域
産
業
を
担
う
企

業
へ
の
就
職
、後
継
者
不
在
の
た
め
に
事

業
を
や
め
て
し
ま
う
地
域
に
根
ざ
し
た

飲
食
店
や
店
舗
な
ど
の
事
業
承
継
者
、

地
域
文
化
に
携
わ
る
文
化
関
連
企
業
や

団
体
へ
の
就
職
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
の
活
動
な
ど
、ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
っ
た
人
材
と
し

て
幅
広
い
活
躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。

て
い
ま
す
。歴
史
的
な
系
譜
の
中
に
、私

た
ち
の「
い
ま
」
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中

で
、地
域
社
会
の
発
展
と
継
承
の
た
め
の

「
答
え
」を
探
し
て
い
き
ま
す
。

継
続
的
な
関
係
を
築
く

地
域
実
習
で

実
践
力
を
磨
く

　

本
学
部
の
大
き
な
学
び
の
特
色
は
、

卒
業
に
必
要
な
単
位
の
う
ち
、約
３
割

を
占
め
る
地
域
実
習
関
連
科
目
で
す
。

地
域
実
習
で
は
、継
続
的
な
訪
問
及
び

長
期
滞
在
を
通
じ
て
地
域
の
産
業
や
文

化
、社
会
構
造
、人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い

て
調
査
し
、地
域
の
人
々
と
交
流
し
な

が
ら
、地
域
が
持
つ
資
源
や
潜
在
力
を
活

か
し
た
地
域
創
生
策
を
提
案
、試
行
し

て
い
き
ま
す
。ま
た
、そ
う
し
た
学
び
の

基
盤
と
し
て
、ク
ォ
ー
タ
ー
制（
４
学
期

制
）を
導
入
し
ま
す
。ク
ォ
ー
タ
ー
制
は
、

社
会
事
業
家
を

育
成
す
る
使
命
を
持
っ
た

地
域
創
生
学
部

　

日
本
は
今
、人
口
増
加
か
ら
人
口
減
少

へ
の
転
換
、少
子
化
や
高
齢
化
の
進
展
な

ど
人
口
構
造
や
社
会
構
造
が
大
き
く
変

化
し
、多
様
な
社
会
や
地
域
の
課
題
を

地
域
自
ら
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。国
の
重
要
政

策
課
題
と
し
て
地
方
創
生
が
掲
げ
ら
れ
、

各
地
域
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
活
か

し
た
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
が
急
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
社
会
の
変
化
を
受
け
て
私
た
ち
淑

徳
大
学
で
は
、創
立
以
来
蓄
積
し
て
き

た
教
育
研
究
資
源
を
活
か
し
、利
他
共

生
、感
恩
奉
仕
の
建
学
の
精
神
に
基
づ
い

た
社
会
事
業
家
の
育
成
を
目
標
と
し
て
、

地
域
創
生
学
部
の
新
設
に
至
り
ま
し
た
。

　

本
学
部
が
考
え
る
地
域
創
生
と
は
、

地
域
に
住
む
人
々
の
暮
ら
し
が
豊
か
に

な
り
、皆
が
幸
せ
を
感
じ
続
け
ら
れ
る

地
域
に
な
る
た
め
の
手
段
で
す
。ゴ
ー
ル

と
な
る
の
は
、ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向

上
で
す
。地
域
と
共
に
考
え
、行
動
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の

使
命
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、地
域
が
有

す
る
内
在
的
な
資
源
や
潜
在
力
を
発
揮

さ
せ
る
こ
と
、つ
ま
り
、「
社
会
開
発
」の

視
点
が
不
可
欠
で
す
。ま
た
産
業
と
文

化
、人
々
の
暮
ら
し
と
文
化
は
つ
な
が
っ

地
域
創
生
学
部 
学
部
長

矢
尾
板  
俊
平
教
授

淑
徳
大
学
の
原
点
に
立
ち
、

幸
せ
を
感
じ
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
の
答
え
を

共
に
見
つ
け
る

PICK UP

茨城県笠間市で
新入生セミナーを行います！
4月初旬に新入生セミナーを開催予定で
す。目的地は学祖・長谷川良信先生の生ま
れ故郷である茨城県笠間市。新設学部の1
期生として学祖の志を学び、学部創設の意
味を理解することが主な目的です。また、笠
間焼の絵付け体験、笠間稲荷神社の見
学、周辺地域の散策なども行っていきます。
本学部は、地域社会、地域産業、地域文化
の3つの視点から学びを深めていくので、笠
間稲荷神社では参拝客を増やすための工
夫、歴史的背景、地域ブランドを活かした商
品をそれぞれ探すことにも挑戦予定。今後
の学びの事前体験と、4年間共に学ぶ仲間
との交流を深めていきます。

地
域
創
生
学
部
の
教
育
シ
ス
テ
ム（
質
保
証
シ
ス
テ
ム
）

地域創生学科 科目紹介

地
域
に
入
っ
て
学
ぶ

「
地
域
実
習
科
目
」

　

東
京
圏（
関
東
圏
）や
地
方
圏
の
地
域
で
、地
域

創
生
を
体
験
的
に
学
ぶ
短
期
訪
問
と
長
期
滞
在
に

よ
る
学
外
学
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
。社
会
、産
業
、文
化
、

政
策
の
分
野
を
幅
広
く
学
び
、立
体
的
か
つ
総
合
的

に
地
域
創
生
の
あ
り
方
を
捉
え
ま
す
。ま
た
、継
続

的
に
地
域
と
関
わ
る
こ
と
で
、卒
業
時
に〝
３
つ
の

ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
〞を
持
つ
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

１
年
次…

「
地
域
理
解
実
習
」で
は
、主
に
東
京
圏

（
関
東
圏
）の
地
域―

三
芳
町（
埼
玉
県
）、富
士
見
市

（
埼
玉
県
）、八
潮
市（
埼
玉
県
）、笠
間
市（
茨
城
県
）、

千
葉
市（
千
葉
県
）―

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、地
域
社
会

の
構
造
、自
治
体
の
地
域
創
生
の
政
策
、文
化
や
産
業
、

地
域
資
源
に
つ
い
て
、現
地
を
訪
問
し
、見
学
や
調
査

を
通
じ
て
、「
地
域
」の
実
態
を
理
解
し
ま
す
。

２
年
次…

「
地
域
調
査
法
演
習
」・「
地
域
資
源
活
用

演
習
」で
は
、地
域
に
お
け
る
人
々
の
暮
ら
し
や
課
題
、

地
域
の
成
り
立
ち
に
関
す
る
調
査
の
方
法
や
、地
域

が
持
つ
資
源
を
活
用
し
た
事
業
設
計
な
ど
に
つ
い
て

演
習
形
式
で
学
び
、３
年
次
の
実
習
に
つ
な
げ
ま
す
。

３
年
次…
「
地
域
創
生
実
習
」で
は
、主
に
地
方
圏
で

の
長
期
滞
在
型
の
実
習
を
通
じ
て
、１
年
次
、２
年
次

で
学
ん
で
き
た
知
識
や
修
得
し
た
ス
キ
ル
に
基
づ
き
、

地
域
の
課
題
を
発
見
し
、地
域
の
住
民
の
方
と
連
携

し
て
、具
体
的
な
地
域
創
生
策
を
検
討
し
、試
行
す

る
こ
と
で
、地
域
づ
く
り
の
実
践
を
行
い
ま
す
。

４
年
次…

「
卒
業
研
究
」で
は
、学
生
自
身
の
問
題
意

識
や
関
心
に
基
づ
い
た
テ
ー
マ
を
設
定
し
、い
わ
ゆ

る「
ゼ
ミ
」担
当
教
員
の
指
導
に
基
づ
き
、１
〜
３
年

次
に
経
験
し
た
東
京
圏
と
地
方
圏
の
比
較
を
行
い
な

が
ら
、地
域
づ
く
り
の
成
果
を
ま
と
め
ま
す
。

４
年
間
で
確
実
に

成
長
す
る
た
め
の

教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

本
学
部
で
は
、学
生
が
成
長
を
実

感
し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

教
育
シ
ス
テ
ム
を
組
織
的
に
運
用
し

ま
す
。地
域
創
生
の
実
務
家
に
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、「
地
域
創
生
を
担

う
人
材
に
必
要
な
能
力
・
知
識
・コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
」
を
抽
出
し
、こ
れ
を

４
年
間
か
け
て
到
達
す
べ
き
学
修
目

標
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
設

定
し
た
科
目
別
の
到
達
目
標
に
対

す
る
成
果
を
、学
生
は
学
期
ご
と
に

「
学
修
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
」
を
用
い
て

学
修
成
果
を
振
り
返
り
ま
す
。こ
れ

を
「
学
修
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
に
ま

と
め
、ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
が
目
標

未
達
箇
所
の
指
導
を
行
い
ま
す
。設

定
し
た
目
標
に
沿
っ
て
細
か
く
段
階

的
に
評
価
し
て
い
く
た
め
、学
生
自

身
で
学
修
課
題
に
気
づ
き
、教
員
も

的
確
な
指
導
が
で
き
る
の
が
こ
の
教

育
シ
ス
テ
ム
の
特
長
で
す
。

4年間の学修到達目標
地域創生を担う人材に

必要な能力・知識・コンピテンシー

講義科目
講義科目は、日本学術会議分野別参照基準に基づき、学修成果を設定

地域理解実習

地域調査法入門・演習・実習

地域資源活用入門・演習・実習

地域創生実習

卒業研究

カリキュラムマップ
科目別の到達目標を設定

4年間で「学修到達目標」を達成することを保証
※「学修到達目標」や「学修ルーブリック」は、学外の有識者等からも適宜、意見を聴取し、社会的な要請にも対応。

学修ルーブリック
段階的に学修成果の評価

学修ポートフォリオ
学期ごとにアドバイザーが
学修成果に基づき、指導

学習
成果

地域実習の流れ

地域づくりの成果をまとめる4年次

地域づくりを実践する3年次

地域づくりの方法を習得する2年次

地域の理解を深める1年次
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SPECIAL FEATURE

Together

人
間
科
学
科 

学
科
長

長
谷
川  

美
貴
子
教
授

多
様
性
と
可
能
性
を
探
求
す
る
学
び

広
い
視
野
を
持
ち
、

「
生
き
る
力
」
を
高
め
る

SPECIAL FEATURE

Together

人
間
科
学
科

人
文
学
部

人間科学科
武内 智弥准教授

　

人
間
科
学
科
で
は
、心
理
職
を
目
指
す
ぞ
！
と

い
う
学
生
で
な
く
て
も
心
理
学
を
学
び
ま
す
。心

理
学
は
哲
学
か
ら
離
れ
て
、形
の
無
い
も
の
を
客

観
性
を
高
め
て
扱
え
る
よ
う
発
展
し
ま
し
た
。で

す
の
で
、心
理
学
を
学
ぶ
際
に
は
、単
に
知
識
を

得
る
と
い
う
よ
り
も
、目
の
前
で
起
き
て
い
る
現

象
や
デ
ー
タ
を
ど
う
考
え
る
の
か
、例
え
ば「
ピ
ン

と
き
た・そ
れ
っ
ぽ
い
」で
は
な
く
、影
響
し
そ
う
な

要
素
を
見
つ
け
出
し
た
り
、等
し
く
大
切
に
検
討

す
る
と
い
っ
た
力
を
育
む
こ
と
に
な
り
ま
す（
さ
ら

に
、根
拠
を
も
っ
て
、納
得
さ
れ
る
よ
う
説
明
す
る

力
も
、で
す
）。加
え
て
、人
間
科
学
科
ら
し
い
教

育
や
、福
祉
や
健
康
と
い
っ
た
様
々
な
視
点
を
身

に
つ
け
物
事
を
多
角
的
に
見
る
こ
と
も
、思
考
が

拡
が
り
ま
す
ね
。皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
力
を
育

み
た
い
で
す
か
？
４
年
後
が
楽
し
み
で
す
。

教員から
ひとこと

スポーツやトレーニングによって身体に起こる生理的な反
応や変化を具体的に学びます。健康を考える上で重要な
身体のメカニズムへの理解は、運動のパフォーマンスに大
きな影響を与えるので、指導する上で不可欠な要素です。

「テストは何のためにするの？」「学校の存在
意義は？」「先生は何を考えている？」などこれ
までに体験した学校教育の中での疑問につ
いて心理学の観点から新たに学びます。

「認知症の人はどのような体験をしている？」
「虐待を受けた子どもはどのように心のキズを癒
している？」など福祉の現場での心理支援につ
いてじっくり学びます。

人は他人に侵入されたくないパーソナルス
ペースを持っています。このような社会心理の
テーマも実験によってお互いに測定しあいな
がら学びます。

スポーツ生理学 教育心理学 福祉心理学 心理学基礎実験

人間科学科 科目紹介

PICK UP

自由な学びをバックアップする
人間共同研究ルーム

心理学系や福祉学系など人間科学科
専門書籍や、心理学の実験器具や心理
検査器具、レポート作成用のパソコンな
どが設置され、自主学習やグループワー
クで学生たちが自由に学べる部屋です。
教員も出入りするので、様々なコミュニ
ケーションの機会が拡がります。

PICK UP

後学期に短期海外研修の再開！
コロナ禍の影響で３年間実施されていなかった「短期海外研修」が、今年度の後
学期にいよいよ再開されます！行き先は未定ですが、シンガポールなどを検討中。３
泊４日滞在し、現地の日系企業訪問、産業・経済団体の訪問、観光資源の視察
などを行います。後期開講科目の一環なので、渡航前に現地の政治経済やビジ
ネス、観光資源などの基礎的な知識を修得し、事後学習もしっかり行います。

経営学科 学科長
竹中 徹教授

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動
の
可
視
化

　
「
経
営
学
」を
中
心
と
し
た
諸
学
問
は
、そ
の
具
体
的
な
内
容
が
一

般
に
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
よ
う
で
す
。高
校
生
の
話
を
聞
く
と
、「
会
社

の
経
営
の
仕
方
」あ
る
い
は「
お
金
儲
け
の
方
法
」と
い
っ
た
と
ら
え
方

を
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、実
際
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
よ
り
始
動
す
る
経
営
学
科
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、広

範
な
経
営
学
と
そ
の
周
辺
領
域
を
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」を
は
じ
め
と
す

る
４
＋
１
の
学
び
の
領
域
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
。ま
た
、学
生
が
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
体
験
す
る
こ
と
を
通
じ
、実
際
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
行
動
を
体
感
す
る「
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
Ⅰ・Ⅱ
」と
い
っ
た
新

科
目
を
設
置
。捉
え
に
く
い
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
行
動
を
可
視
化
し
た
学
び

で
、社
会
で
自
律
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

教員から
ひとこと

観光経営学科 学科長
吉田 雅也教授

よ
り
多
く
の
観
光
関
連
企
業
や

観
光
地
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す

　

観
光
経
営
学
科
で
は
、実
際
に
観
光
地
や
観
光
関
連
の
企
業
を
訪

れ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、現
場
の
実
態
を
五
感
で
捉
え
、ま

た
リ
ア
ル
な
課
題
解
決
等
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。東
京
キ
ャ
ン
パ
ス

移
転
に
よ
っ
て
、都
心
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
が
さ
ら
に
至
便
に
な
る
こ
と

で
、よ
り
多
く
の
企
業
や
観
光
地
と
の
連
携
を
す
す
め
て
い
く
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。今
後
、観
光
業
は
勢
い
を
増
し
て
い
き
ま
す
が
、日
本
経

済
を
牽
引
す
る
産
業
と
な
る
た
め
に
は「
稼
ぐ
力
」を
伸
ば
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。訪
日
旅
行
客
が
も
っ
と
も
多
く
訪
れ
る
都
市
・
東
京
を
拠

点
に
し
て
、「
経
営
学
」と「
観
光
学
」の
実
践
的
な
学
び
を
深
め
、将

来
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

教員から
ひとこと

　

４
月
か
ら
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
本
学
科
で
は
、人
間
科
学
を

「
人
間
の
多
様
性
と
可
能
性
を
探
求
す
る
学
問
」
と
定
義
し
て
い
ま

す
。昨
今
、多
く
の
学
問
分
野
は
専
門
分
化
す
る
こ
と
で
発
展
を
遂
げ

て
き
ま
し
た
。そ
の
中
で
、「
人
間
と
は
何
か
」と
い
う
根
源
的
な
問
い

に
向
き
合
う
人
間
科
学
で
は
、人
間
を
全
人
的
に
と
ら
え
る
視
点
が
重

要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、広
い
視
野
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。本

学
科
で
は
、学
び
た
い
こ
と
を
型
に
は
め
ず
に
自
由
に
選
択
し
、心
を

開
く
こ
と
で
多
く
の
学
び
を
吸
収
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
の

よ
う
な
学
修
は
、問
題
解
決
能
力
を
高
め
、自
己
肯
定
感
の
高
ま
り
や

前
を
向
く
力
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
人
間
力
、す

な
わ
ち「
生
き
る
力
」を
高
め
て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

１
期
生
と
し
て
入
学
す
る
新
入
生
は
、さ
ま
ざ
ま
な
興
味
、関
心
を

持
っ
た
学
生
た
ち
で
す
。本
学
科
は
国
家
資
格
で
あ
る
公
認
心
理
師
を

め
ざ
せ
る
専
門
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
整
っ
て
い
る
の
で
、心
理
系
の
専

門
職
を
め
ざ
す
学
生
、心
理・福
祉・教
育・健
康
の
４
つ
の
領
域
に
広
く

関
心
を
持
つ
学
生
な
ど
、学
び
の
特
徴
と
同
様
、学
生
た
ち
に
も
多
様
性

を
感
じ
ま
す
。彼
ら
は
、11
人
の
専
任
教
員
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
に
１
年
次

か
ら
入
り
、関
心
の
あ
る
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。10
人
程
度
と
少
人

数
の
ゼ
ミ
な
の
で
教
員
と
の
距
離
が
近
く
、１
年
次
か
ら
将
来
の
姿
を

見
据
え
た
学
び
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。実
務
経
験
を
持
つ
教

員
が
多
い
の
で
、教
員
と
の
対
話
か
ら
、働
く
姿
を
具
体
的
に
描
く
こ
と

も
で
き
る
で
し
ょ
う
。ま
た
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

通
じ
て
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、学
生
同
士
で
話
し
合
い
、

意
見
や
解
決
策
を
ま
と
め
て
い
く
力
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

　

人
間
科
学
は
比
較
的
新
し
い
学
問
分
野
。そ
の
た
め
、他
学
科
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、地
域
社
会
と
の
連
携
、企
業
と
の
協
業
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
に
挑
戦
し
、学
生
と
教
職
員
が
一
緒
に
学
問
体
系
を
つ
く

り
あ
げ
て
い
き
た
い
で
す
。創
立
以
来
、宗
教
・
社
会
福
祉
・
教
育
の
三

位
一
体
に
よ
る
人
間
開
発
・
社
会
開
発
を
掲

げ
て
き
た
本
学
は
、人
間
存
在
に
つ
い
て
考

え
続
け
、共
に
生
き
る
生
き
方
を
貫
い
て
き

ま
し
た
。こ
れ
は
ま
さ
に
、本
学
科
が
育
成

を
め
ざ
す
学
生
像
で
も
あ
り
ま
す
。複
雑

な
問
題
が
山
積
す
る
現
実
社
会
で
生
き
る

人
間
に
目
を
向
け
、身
に
つ
け
た
力
を
活
か

し
て
い
け
る
人
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

経
営
学
部 

学
部
長

千
葉   

千
枝
子
教
授

将
来
や
キ
ャ
リ
ア
が

見
つ
か
る
「
生
き
た
学
び
」

　

２
０
１
２
年
４
月
、埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
創
設
さ
れ
た
経
営
学
部
は
昨

年
度
、設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。そ
し
て
、次
の
10
年
に
向
け
た一
歩

は
、新
た
に
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
と
踏
み
出
し
ま
し
た
。経
営
学
科
で
は
今

年
度
か
ら
定
員
を
40
人
増
や
し
、１
学
年
１
５
０
人
の
体
制
で
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。高
校
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
の
地
の
利

を
活
か
し
、最
先
端
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ふ
れ
ら
れ
る
機
会
や
、こ
れ
か
ら
の

経
営
に
欠
か
せ
な
い
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）推

進
に
必
要
な
情
報
学
、デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

へ
の
期
待
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、観
光
経
営
学
科
で
は
、ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
元
年
と
呼
ば
れ
る
今
年
、観
光
業
界
の
就
職
状
況
が
急
回
復
し
て

お
り
、２
０
２
２
年
度
卒
業
生
は
過
去
に
な
い
内
定
率
を
得
て
い
ま
す
。

　

経
営
学
部
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
は
大
き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。一
つ
は
今

年
度
よ
り
本
格
始
動
す
る
Ｓ
Ｌ
Ｄ
Ｐ（
淑
徳
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ・デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト・プ
ロ
グ
ラ
ム
）。こ
れ
は
、８
年
前
か
ら
導
入
し
、高
い
成

果
を
挙
げ
た
Ｌ
Ａ（
ラ
ー
ニ
ン
グ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）型
教
育
と
実
践
型
教

育
の
融
合
で
、学
生
と
教
員
が
共
に
学
び
、共
に
生
み
出
す
新
し
い
学

び
の
ス
タ
イ
ル
で
す
。企
業
と
協
業
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

に
先
輩
・
後
輩
学
生
が
一
緒
に
出
場
す
る
な
ど
、多
彩
な
参
加
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。も
う
一つ
は
充
実
し
た
体
験
型
学
習
で

す
。２
年
次
か
ら
ゼ
ミ
に
入
っ
て
専
門
的
な
学
び
を
深
め
る
経
営
学
部

で
は
、担
当
教
員
が
積
極
的
に
学
生
た
ち
を
学
外
に
連
れ
て
行
き
、体

験
型
学
習
を
実
施
。経
営
学
科
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
や
東
京
証
券
取

引
所
な
ど
の
視
察
、観
光
経
営
学
科
で
は
山
形
や
金
沢
の
有
名
旅
館
や

こ
れ
か
ら
観
光
業
の
盛
り
上
が
り
が
期
待
さ
れ
る
地
域
の
視
察
な
ど
、

年
間
１
０
０
回
以
上
の
体
験
型
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。少
人
数
制
だ

か
ら
こ
そ
実
現
す
る
、充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
部
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
つ
つ
、板
橋
区
を
は
じ
め
と

す
る
全
国
の
自
治
体
や
企
業
、団
体
と

連
携
し
な
が
ら「
生
き
た
学
び
」を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。経
営

学
部
で
の
４
年
間
は
自
分
探
し
の
時
間

で
す
。将
来
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
と
し

て
社
会
で
活
躍
で
き
る
知
識
、ス
キ
ル
を

蓄
え
る
た
め
の
学
び
や
経
験
を
通
じ
て
、

ぜ
ひ
自
分
ら
し
い
将
来
キ
ャ
リ
ア
像
を

見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
！

経
営
学
科
・
観
光
経
営
学
科

経
営
学
部

特集特集
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この授業は、企業が抱える諸課題を、PBL型授業で
展開しています。また、新カリキュラム「経営プロジェク
ト研究Ⅰ・Ⅱ」では、これまで培った実践型授業のノウハ
ウを生かし、計画立案から課題解決まで一連のプロ
ジェクトライフサイクルを実践することにより、経営プロ
セスを体験します。

企業経営研究Ⅱ・Ⅲ※

経営学科 科目紹介

観光関連業界のさまざまなテーマを１つ選んで、仮説
構築や現地調査により、具体的かつ実践的に観光を
学びます。また、実際の企業から提示される問題解決
に取り組む機会もあり、企業が抱える課題を理解した
り、コミュニケーション能力やプレゼン能力など実社会
で役立つ力も身に付きます。

観光経営研究Ⅱ・Ⅲ※

観光経営学科 科目紹介

※2025年度より「観光経営実践Ⅰ・Ⅱ」に変更 ※2025年度より「経営プロジェクト研究Ⅰ・Ⅱ」に変更



生
活
相
談
員
や
営
業
職
と
し
て
経
験

を
積
み
、民
間
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
手
法

を
身
に
つ
け
た
上
で
、昨
年
か
ら
社
会

福
祉
法
人
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

事
務
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

20
年
に
わ
た
る
社
会
人
生
活
を
支

え
て
く
れ
て
い
る
の
は
、大
学
で
出
会
っ

た
友
人
の
一
言
で
す
。３
年
次
の
学
園

祭
で
、所
属
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
の
大
き
な
企
画
を
動
か
し
て
い
た
の

で
す
が
、当
日
発
熱
し
て
し
ま
い…

そ

の
こ
と
が
悔
し
く
て
悔
し
く
て
。打
ち

上
げ
で
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
私
を

背
負
っ
て
帰
宅
し
て
く
れ
た
友
人
が
、

周
り
に
い
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
に「
こ
い
つ

が
い
な
か
っ
た
ら
、こ
ん
な
大
成
功
に

な
ら
な
か
っ
た
よ
」と
言
っ
た
の
で
す
。

一
生
懸
命
に
取
り
組
め
ば
、必
ず
見
て

く
れ
て
い
る
人
が
い
る
と
感
じ
た
瞬
間

で
し
た
。社
会
に
出
て
か
ら
も
挑
戦
と

失
敗
の
繰
り
返
し
で
す
が
、折
々
で
こ

の
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
通
じ
て

想
い
を
表
現
す
る
力
を

磨
い
て
ほ
し
い

　

私
が
働
く
淑
徳
共
生
苑
で
は
、
社

会
福
祉
学
科
の
学
生
た
ち
を
実
習
で

受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
の
学
生
は
本

当
に
優
秀
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
福
祉
へ

の
想
い
や
地
域
貢
献
に
つ
い
て
、
自
分

の
考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
を
表
現
す
る
、
伝
え
る

と
い
う
力
が
や
や
乏
し
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
お
そ
ら
く
、
や
さ
し
さ
ゆ
え

に
他
の
人
の
感
情
や
場
の
空
気
を
考
え

す
ぎ
て
し
ま
い
、
表
現
す
る
こ
と
を

た
め
ら
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
在
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、

大
学
４
年
間
で
表
現
力
を
磨
い
て
ほ
し

い
で
す
。
表
現
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

相
手
の
想
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
る

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
い
ろ
い

ろ
な
人
と
接
し
、
議
論
を
深
め
て
み

て
く
だ
さ
い
。
淑
徳
大
学
に
は
そ
れ
が

で
き
る
環
境
が
あ
り
、
仲
間
、
先
輩

後
輩
、
先
生
た
ち
が
い
ま
す
。
表
現

力
を
磨
き
、
社
会
に
出
た
時
に
自
分
の

想
い
を
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
る
人
に
成

長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

想
い
を
持
ち
、挑
戦
す
る
。

大
学
時
代
か
ら
の

姿
勢
を
貫
い
て
生
き
る

支
え
ら
れ
て
い
る

人とつながり

友
人
の
一
言
が

挑
戦
し
続
け
る
気
持
ち
の
支
え

　

淑
徳
大
学
に
在
学
中
の
２
０
０
０
年

に
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
、日
本

の
高
齢
者
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
10

年
、20
年
先
の
福
祉
を
考
え
た
時
、ビ

ジ
ネ
ス
で
の
視
点
が
絶
対
に
必
要
に
な

る
と
考
え
、卒
業
後
は
社
会
福
祉
法
人

や
民
間
企
業
が
運
営
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
高
齢
者
福
祉
施
設
で
働
き
ま
し
た
。

佐藤 利信さん
Sato Toshinobu

淑徳共生苑　事務長

入職式での一枚

移動販売で利用者様と今でもつながりのある大学のサークル仲間

職員でソーラン節を披露しました

地域共生センター ともプロ
人とともに地域とともにプログラム「共生の理念と実学教育」の行動化をいっそう推進するため、

地域支援ボランティアセンターを発展・強化させ、新たに地域共生センターを創設しました。

淑
徳
大
学
な
ら
で
は
の
体
験
学
習
。

と
も
い
き
体
験
。

他者と共に、地域で学ぶ、
体験型プログラムを展開 

　センターに「地域共生コーディネーター」を
配置し、学生１人ひとりの成長に寄り添い、学
生が地域社会に貢献することを通して学ぶサ
ポートをしていきます。学生自ら目的意識を持
ち活動するプログラムや、地域で学び、地域
で活かすプログラムなどを展開していきます。

全学部学生対象「淑徳
大学認定プログラム」や、
社会人・同窓生対象の
「淑徳大学履修証明プ
ログラム」など、その他、多
くの取り組みを進めてま
いります。同窓生をはじめ
地域住民の方も是非一
緒にご参加ください。

　淑徳大学地域共生センターは、本学の建学の精神「利

他共生の理念と実学教育」を具体的に展開する場として

誕生いたしました。現在の地域社会では、淑徳大学が志

向する「共生(ともいき)」とは異なり、社会的排除や分断が

生じています。すべての人がその存在を尊重される社会

を創るために、私たち一人ひとりは何をすべきでしょうか? 

　地域共生センターでは、7学部13学科で学ぶ全ての学

生の皆さんとその学びを支える教職員、卒業生や地域の

皆さんが、自らを起点として「共生」とは何かを考え、一人

ひとりが共生社会の実現に向けた第一歩を踏み出すため

の応援の場となることを目指しています。

センター長挨拶

淑徳大学
地域共生センター長

鈴木 敏彦

地域共生センター紹介・
講座紹介

ダイジェストはこちら

人間関係を築くこと、感受性を磨くこと、社会性を育むことなどを、体験を通して高め、建学の精神を行動化していく「淑徳らしい学びの機会」を提供します。

笑顔を
届ける

災害か
ら学ぶ

仲 間
づくり

地域と
ともに
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Student introduction

学
園
祭
の
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
に

参
加
し
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

【
長
坂
】　
大
学
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「S-Navi

」

で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
り
ま
し
た
。中
学

生
の
弟
が
宿
題
で
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
用
の

選
書
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
好
奇
心

を
刺
激
さ
れ
ま
し
た
。

【
井
坂
】　
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
自
体
に
は
、

高
校
時
代
に
も
参
加
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。た
だ
、そ
の
時
は
ぶ
っ
つ
け
本

番
だ
っ
た
の
で
、い
つ
か
、き
ち
ん
と
準
備

し
て
再
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。今
回
、た
く
さ
ん
の
人
に
お
勧
め
し

た
い
と
思
え
る
本
を
ち
ょ
う
ど
読
み
終

わ
っ
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
、満
を
持
し

て
参
加
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
椎
名
】　

実
は
読
書
は
苦
手
な
の
で
す

が
、大
学
に
入
っ
て
何
か
挑
戦
し
た
い
と

考
え
て
い
た
の
で
、良
い
機
会
だ
と
思
い

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
も
あ
っ
て
交
流
が
少

な
い
他
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
と
決
勝
戦
で

議
論
で
き
る
点
も
魅
力
で
し
た
。

【
小
仁
所
】　
私
も
本
に
触
れ
る
良
い
機

会
だ
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

本
が
世
界
を
広
げ
て
く
れ
る
こ
と
を
本

好
き
の
人
に
も
、
そ
う
で
な
い
人
に
も
伝

え
た
か
っ
た
の
で
参
加
し
ま
し
た
。

事
前
に
ど
の
よ
う
な

準
備
を
し
ま
し
た
か
。

【
井
坂
】　
「
読
み
た
い
」と
思
わ
せ
る
こ

と
を
重
視
し
、掴
み
、イ
ン
パ
ク
ト
、オ
チ
の

構
成
を
予
選
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
考
え
て
い
ま

し
た
。

【
椎
名
】　
井
坂
さ
ん
の
話
し
方
や
構
成

は
秀
逸
で
さ
す
が
表
現
学
科
！
と
感

じ
ま
し
た
。本
だ
け
で
な
く
、話
す
人

の
魅
力
も
強
く
感
じ
ま
し
た
。私
は
全

国
高
等
学
校
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
決
勝
大

会
の
動
画
を
何
回
も
見
て
研
究
。印
象

に
残
る
人
の
話
し
方
や
構
成
を
参
考
に

し
て
発
表
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。

【
小
仁
所
】　
私
も
井
坂
さ
ん
の
発
表
は
、

本
の
良
さ
を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
る
特

別
な
瞬
間
を
大
切
に
し
て
い
る
と
感
じ
、

紹
介
さ
れ
た
本
を
読
み
た
く
な
り
ま
し

た
。私
自
身
は
選
書
を
重
視
。本
か
ら
受

け
取
る
こ
と
は
人
そ
れ
ぞ
れ
な
の
で
、
内

容
に
触
れ
す
ぎ
ず
、
私
が
こ
の
本
か
ら
受

け
取
っ
た
勇
気
や
希
望
に
つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

【
長
坂
】　
私
が
紹
介
し
た
本
は
ノ
ン
フ
ィ

ク
シ
ョン
だ
っ
た
た
め
、書
い
て
あ
る
こ
と
が

意
図
し
な
い
形
で
伝
わ
ら
な
い
よ
う
細
心

の
注
意
を
図
り
ま
し
た
。

私
が
推
す
こ
の
一
冊

紹
介
し
た
本
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
長
坂
】　
「
あ
り
が
と
う
、
わ
た
し 

乃

木
坂
46
を
卒
業
し
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
な
る
ま
で
」（
中
元
日
芽
香
著
、

文
藝
春
秋
）。ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
乃
木

坂
46
に
１
期
生
と
し
て
加
入
し
た
著
者

の
エッ
セ
イ
で
す
。自
分
と
重
ね
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
、自
分
に
向
き
合
う
機
会
を

つ
く
って
く
れ
る一冊
で
も
あ
り
ま
す
。

【
小
仁
所
】　
「I m
et a boy.

父
の
日

に
、バ
ン
ビ
公
園
で
。」（
松
尾
健
史
著
、デ
ィ

ス
カ
ヴ
ァ
ー・ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
）。こ
の
本

か
ら
勇
気
や
希
望
を
も
ら
っ
た
の
で
、そ

れ
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。何
気
な
い
小

さ
な
勇
気
が
今
を
明
る
く
し
、小
さ
な

希
望
を
与
え
て
く
れ
る
|
自
分
と
向
き

対面＆オンラインのハイブリッドで開催！

全学統一企画
「ビブリオバトル2022」
「ビブリオバトル2022」は、2022年度学園祭の全学統一イベ
ントとして実施されました。ビブリオバトルとは、オススメの本を1
人5分程度で発表、参加者が議論して一番読みたくなった一
冊を投票で決める本の紹介コミュニケーションゲーム。今、全
国の小中高校・大学・一般企業の研修や勉強会などで広く行
われています。本学では各キャンパスの予選を勝ち抜いた学生
４人が本戦に臨み、白熱の書評合戦を展開しました。

合
う
き
っ
か
け
に
な
る
時
間
を
く
れ
る
、

温
か
い
物
語
が
魅
力
で
す
。

【
椎
名
】　
「
最
弱
ナ
イ
ン
　
不
登
校
球

児
の
青
春
」（
柳
川
悠
二
著
、角
川
書

店
）。通
信
制
高
校
に
通
う
高
校
生
た
ち

が
甲
子
園
を
め
ざ
す
物
語
で
、発
達
障
が

い
、不
登
校
、非
行
少
年
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
個
性
を
持
つ
球
児
た
ち
と
監
督
や
先

生
方
と
の
や
り
取
り
か
ら
、人
そ
れ
ぞ
れ

得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
井
坂
】　
「
明
け
方
の
若
者
た
ち
」（
カ

ツ
セ
マ
サ
ヒ
コ
著
、幻
冬
舎
）。登
場
人
物

は
ど
こ
ま
で
も
リ
ア
ル
な
人
間
で
、度
々

あ
る
性
描
写
も
生
々
し
く
、だ
か
ら
こ
そ

よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。一
緒
に
人

生
を
歩
ん
で
い
る
よ
う
な
、そ
ん
な
気
持

ち
に
な
る
本
で
す
。リ
ア
ル
か
ら
小
説
へ

と
突
然
、突
き
放
さ
れ
る
最
後
の一
文
は

特
に
注
目
で
す
。

学
科
や
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で

身
に
つ
け
た

ス
キ
ル
が
役
立
つ

今
回
、４
キ
ャ
ン
パ
ス
の
垣
根
を
超
え
、

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
決
勝
戦
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
で
心
が
け
た
こ
と
は
？

【
井
坂
】　

私
も
速
度
と
間
を
意
識
し
ま

し
た
。普
段
の
授
業
で
も
、発
表
の
時
は

緊
張
か
ら
早
口
に
な
り
が
ち
だ
か
ら
で

す
。ま
た
、強
調
の
仕
方
と
し
て
聞
き
逃

し
て
ほ
し
く
な
い
キ
ー
ワ
ー
ド
の
前
後
は一

呼
吸
置
く
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の

面
白
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

【
小
仁
所
】　
本
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
を

言
葉
に
す
る
面
白
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。

言
葉
に
す
る
こ
と
で
、自
分
の
中
に
あ
っ
た

新
た
な
気
づ
き
を
発
見
。本
を
通
じ
て
た

く
さ
ん
の
人
と
つ
な
が
れ
た
と
思
い
ま
す
。

【
小
仁
所
】　
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
本

だ
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
の
で
、

本
の
内
容
を
話
す
の
で
は
な
く
、私
が
感

じ
た
思
い
を
言
語
化
す
る
よ
う
心
が
け

ま
し
た
。そ
う
す
る
こ
と
で
、
発
表
に
説

得
力
が
出
て
、聞
い
て
い
る
人
が「
読
ん
で

み
た
い
」
と
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
の
で

は
、と
思
っ
た
か
ら
で
す
。感
じ
た
こ
と
を

声
に
出
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
貴

重
な
機
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

【
長
坂
】　
学
科
の
模
擬
授
業
で
は
、話
す

速
度
が
速
く
な
る
と
先
生
方
か
ら
指
摘

さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
こ
と
を
思
い
出

し
、
聞
き
取
り
や
す
く
ゆ
っ
く
り
、は
っ
き

り
と
話
す
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

【
椎
名
】　
長
坂
さ
ん
の
発
表
も
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。教
員
を
め
ざ
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
あ
って
か
、内
容
が
聞
き
や
す

く
、
心
を
つ
か
ま
れ
る
よ
う
な
発
表
で
し

た
。決
勝
戦
は
動
画
提
出
と
い
う
形
だ
っ

た
の
で
、
声
量
や
画
角
な
ど
に
気
を
つ
け

な
が
ら
撮
影
し
ま
し
た
。

学
園
祭
の
全
学
統
一
企
画
で
盛
り
上
が
る
！

本
戦
を
前
に
４
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
予
選
。予
選
に
は
総
勢
３
３
０
人
が
応
募
し
、大
変
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
本
戦
に
対
面
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
っ
た
４
人
の
バ
ト
ラ
ー（
発
表
参
加
者
）た
ち
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

小仁所 香々菜さん
千葉第二キャンパス代表　
看護栄養学部 看護学科1年

長坂 星名さん
埼玉キャンパス代表　
教育学部 こども教育学科3年

椎名 謙さん
千葉キャンパス代表　
総合福祉学部 社会福祉学科2年

井坂 史さん
東京キャンパス代表　
人文学部 表現学科2年

BI
BL

IO BATTLE 2022

準グランプリ
No.2

― Semi-Grand Prix ―

BI
BL

IO BATTLE 2022

グランプリ
No.1

― Grand Prix ―

（オンライン参加）小仁所 香々菜さん

（写真左から）長坂 星名さん、椎名 謙さん、井坂 史さん

審査員からのご講評

鳥本 泰造様
株式会社 紀伊國屋書店
営業総本部 首都圏北営業部 部長

今回グランプリに選出された
井坂さんの発表が、書店の
店頭での出会いにはじまり、
本を読み進めていくうちに引
きこまれていくプロセス、描写
の引用、最後のやられた！とい
う感想に至るまで、「本」であ
るからこその楽しさを伝えてい
て頭ひとつ抜きんでていまし
たね。

杉原 麻美准教授
東京キャンパス
人文学部 表現学科

各キャンパス代表が選んだ
本はジャンルやテーマも多様
で、４キャンパス合同開催の
醍醐味を感じる決勝戦でし
た。同世代でも興味関心が
違えば選ぶ本も感じ方も異
なります。ビブリオバトルの魅
力は、他者の持つ視点と感
動に触れられること。今後も
このような機会を広げていき
たいですね。

【
井
坂
】　
一
冊
の
本
の
ど
こ
を
プ
レ
ゼ
ン

す
る
か
は
自
分
次
第
で
、聞
き
手
の「
読

み
た
い
」を
引
き
出
せ
る
と
楽
し
い
で

す
。ま
た
、読
ん
だ
こ
と
の
な
い
本
に
出
会

え
る
場
で
す
。

【
椎
名
】　

同
じ
本
の
紹
介
で
も
、人
に

よ
っ
て
感
銘
を
受
け
た
点
、構
成
の
仕
方

な
ど
に
個
性
が
出
て
、ど
れ
も
正
解
だ
と

い
う
点
。今
回
、た
く
さ
ん
の
人
の
発
表
を

見
て
、何
回
も
練
り
直
し
て
考
え
た
自
分

の
紹
介
本
を
改
め
て
読
み
た
く
な
り
ま

し
た
。

【
長
坂
】　

椎
名
さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
、本

を
通
じ
て
発
表
者
の
個
性
を
感
じ
ま
し

た
。ま
た
、ほ
か
の
人
が
読
ん
で
い
る
本
を

知
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、良
い
機
会

だ
と
思
い
ま
す
。
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キャンパスニュース

千葉第二キャンパス 千葉キャンパス

看護学科就職個別相談会を行いました
〈看護栄養学部 看護学科〉

　2022年12月17日（土）に千葉第二キャンパスにて、看護

学科3年生（82名）を対象に就職個別相談会を行いました。

実習や就職でお世話になっている病院など、18施設、44名

の職員の方々にお越しいただきました。現場で活躍する本

学卒業生も施設側の職員として参加し、普段は聞けない現

場の業務、職員寮、福利厚生など、リアルなお話をしていた

だきました。学生は将来の就職先候補として、担当者の話を

真剣な眼差しで聞いていました。千葉県の保健医療を支え

る看護職として、本学卒業後も活躍していくことを期待して

おります。

人形劇で育む保育文化
〈総合福祉学部 教育福祉学科〉

　幼稚園課程・保育士課程では、大巌寺文化苑（大巌寺、

大巌寺幼稚園、慈光保育園、淑徳共生苑）の協力を得て、

学生の保育の専門性を醸成することを目的とした「保育

文化構築プロジェクト」が発足。総合芸術である「人形

劇」をテーマに取り組みました。夏と冬には、慈光保育

園、大巌寺幼稚園の子ども達を招き「人形劇団ひぽぽた

あむ」の人形劇を鑑賞しました。また、大巌寺宝物殿の展

示物からインスピレーションを得て物語を創作、人形劇

づくりにも挑戦しました。プロジェクトを通したプラスαの

体験や経験は、保育者を目指す学生の豊かな専門性と

なり、将来、子ども達に還元されていくことでしょう。

※本プロジェクトは淑徳大学教育改革推進事業の
　助成を受け実施されました。

担当者のお話に真剣に耳を傾ける学生たち

栄養学科　3年ぶりの卒業研究報告審査会実施
〈看護栄養学部 栄養学科〉

　2022年11月12日（土）に、栄養学科4年生による卒業研究報告審査

会が行われました。2020・2021年度はコロナ感染予防のためあいにく

実施中止となり、今回は3年ぶりの対面報告会となりました。これまで学

んできた食と健康に関わる分野から、学生自身が興味を持つテーマを研

究課題として選択し、実験や調査を重ねてきた成果を発表しました。今回

は11研究室における計29のテーマで、この日のために各研究室が発表

練習を繰り返し、本番では教員からの質問に緊張しながらも堂々と答え

てくれました。今回の発表で新たに明らかになった課題や疑問点を付け

加えながら、最終的な卒業論文として提出しました。就職活動、そして管

理栄養士国家試験など大学生活の集大成となった1年間。栄養学科で

の学びを誇りに卒業した8期生の社会での活躍を願っています。 同級生そして3年生が見守る中、ちょっぴり緊張の面持ちでの発表です

コミュニティ研究Ⅱ「町内会活動と地域コース」
〈コミュニティ政策学部 コミュニティ政策学科〉

　コミュニティ政策学部1年次必修「コミュニティ研究Ⅱ」

の6コースのなかの１つである「町内会活動と地域コー

ス」（担当：青柳・磯岡）では、千葉市緑区おゆみ野地域の

まちづくりについて学びました。宅地開発の初期段階から

の住民で、PTA活動や地域のまちづくり懇談会等で中心

的役割を果たされてきた福谷章子氏をゲストにお迎えし

て、町内会・自治会組織が作られる前のおゆみ野地域の

状況や現在の地域課題等をご講義いただきました。また、

6月には、地域の「緑」の管理や活用に関して話し合う住

民会議のなかで誕生した、子どもの外遊びと多世代交流

を促進するための地域活動団体「おゆみ野café」の皆さ

んと一緒に「ミニ縁日」を開催し、まちづくり活動を体験す

ることができました。 ミニ縁日の様子

学生の人形劇上演風景（大巌寺幼稚園にて）

「保育文化構築プロジェクト」の様子
（「人形劇で育む保育文化」）は、
こちらのQRコードからご覧になれます）▶本学卒業生の矢ノ口保健師が

学生の話に真剣に耳を傾けています

子ども達を招いての「人形劇団ひぽぽたあむ」の人形劇鑑賞
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キャンパスニュース

東京キャンパス 埼玉キャンパス

2023年度新入生対象ウィンターセミナーを開催しました
〈教育学部・地域創生学部 〉

世界最大級の観光・旅行の展示会にブースを出展しました
〈経営学部〉

　「ツーリズムEXPOジャパン2022」が2022年9月22日

（木）～25日（日）の4日間、お台場の東京ビッグサイトで

開催されました。世界78の国と地域、1,018の企業・団体

が出展し（その中のひとつが淑徳大学！）、12万人を超え

る多くの来場者がありました。

 出展に向けて学生プロジェクトチームSTeP22が結成さ

れ、プロモーション動画を制作したり、SHUKUTOKUブ

ルーの法被を着て、活気のあるブースづくりをしたり大活

躍でした。会場では、企業の方と名刺交換をして視野を広

げたり、海外や国内の観光地のブースを訪れてその魅力

に触れたり、いろいろな出会いを楽しみながら「新しい

旅」を主体的に学ぶ、充実した4日間となりました。その様

子はぜひYouTubeでご覧ください！

パネルシアターを鑑賞する新入生

先輩たちがフォローに入りながら一筆書きゲーム

初めは緊張した様子でした

「ツーリズムEXPOジャパン2022」の様子は、
こちらのQRコードからご覧になれます▶

緊張しながらも笑顔で企業の方 と々お話しする学生たち

学生主体による図書館の活性化
〈人文学部〉

　東京キャンパスでは、2022年度、学生図書委員会

において新たに学生主体の企画をはじめました。これ

までの選書や特別展示の活動に加え、もっと図書館

を利用して本に親しんでほしいという想いから、おす

すめ本の朗読会やdマガジンの導入、ホームページで

のブログ記事を学生自身で作成し、学生の読書への

興味や関心をより多く寄せられるよう活動しています。

　タブレットで閲覧できるサブスクリプションの導入

もされ、便利で快適に図書館を利用することができる

ようになりました。卒業論文やレポート作成のためだ

けでなく、空き時間などを有効利用してゆったり静か

な環境で読書する時間を過ごしに足を運んでみては

いかがでしょうか。

　2022年12月18日（日）、埼玉キャンパスにて、2023年度新入生を対

象としたウィンターセミナーを開催し、教育学部、地域創生学部の入学

予定者計120名が参加しました。

ウィンターセミナーでは、教育学部の学生リーダーが主体となって、大学

入学前準備についての説明のほか、パネルシアター鑑賞、入学前の不

安解消や仲間づくり、アイスブレイクのための「自己紹介ゲーム」等の活

動を行いました。最初は静かな様子だった新入生たちも、学生リーダー

による空気づくりのおかげで、徐々にお互いの顔を覚えながら、楽しく交

流する様子が見られました。教育学部と地域創生学部の合同開催でし

たが、学部の垣根を超え、大いに盛り上がった１日となりました。

　2023年度新入生からは、「友達づくりやゲームを通して、大学生活を

共にする仲間と楽しく過ごすことができました。」「初対面とは思えない

くらいたくさんの人と話せて、とても楽しかったです。とくにレクリエー

ションと、場の雰囲気から、大学生活への不安を無くすことができまし

た。」「先輩方の姿を見て入学への不安などを解消することができまし

た。」「先輩方が面白くて、新しい友人もつくることができて、とてもいい

機会でした。」などの感想が聞かれ、4月から始まる大学生活が、より前

向きで、楽しみなものとなったようです。

　ウインターセミナーで繋がった新たな縁が、今後の実りある学生生活

の糧になることを願っています。

企画から制作まで学生主体の掲示物も増えました
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〈後段左より〉
淑徳大学学長 山口 光治
千葉キャンパス コミュニティ政策学部  コミュニティ政策学科  大木 快真さん（学園祭実行委員長）
千葉第二キャンパス  看護栄養学部  看護学科  大熊 彩莉さん（学園祭実行委員長）
東京キャンパス  人文学部  表現学科  角田 達郎さん（学園祭実行委員長）
埼玉キャンパス  経営学部  観光経営学科  小谷 真太郎さん（学園祭実行委員長）

〈前段左より〉
埼玉キャンパス  教育学部  こども教育学科  長坂 星名さん（ビブリオバトル2022埼玉キャンパス代表）
東京キャンパス  人文学部  表現学科  井坂 史さん（ビブリオバトル2022グランプリ）
千葉キャンパス  総合福祉学部  社会福祉学科  椎名 謙さん（ビブリオバトル2022準グランプリ）

発行日 | 2023年4月1日
編集 | 淑徳大学 大学広報誌編集委員会
発行 | 淑徳大学 大学事務局

大学広報誌制作における
新型コロナウイルス
感染防止策について

本誌の制作では、写真撮影は
密を避けながら短時間で実施
し、取材は電話やオンライン会
議システムを活用しました。新
型コロナウイルス感染防止策
を徹底しながら、制作にあたり
ました。

埼玉キャンパス
経営学部（令和4年度入学生まで）　
教育学部　地域創生学部
〒354-8510 
埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1
Tel 049-274-1511 

東京キャンパス
経営学部（令和5年度入学生より）　
人文学部　淑徳大学短期大学部
〒174-8631 
東京都板橋区前野町6-36-4
Tel 03-3966-7631

千葉キャンパス
総合福祉学部　コミュニティ政策学部
大学院 総合福祉研究科
〒260-8701 
千葉県千葉市中央区大巌寺町200
Tel 043-265-7331

千葉第二キャンパス
看護栄養学部　
大学院 看護学研究科
〒260-8703 
千葉県千葉市中央区仁戸名町673
Tel 043-305-1881

大学広報誌「Together」読者アンケートのお願い
大学広報誌「Together」は４月と１０月の年２回発行しています。保護者
や卒業生の皆様に向けて、「淑徳大学の今」をお届けします。皆様の貴重
なご意見、ご感想をお聞かせいただきたく、右記QRコードより読者アン
ケートへのご協力をお願い致します。

https://forms.gle/bnkyvw8D5UYxpqDo7

淑徳大学は持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、積極的に取り組んでいます。
その一環として、この印刷物はFSC®森林認証紙と、地産地消・輸送マイレージに配慮したライスインキを使用しており、環境に配慮した印刷物として発刊しています。

公式HP 公式Twitter アドミッションセンター
公式Twitter

公式Facebook

TogetherShukutoku University Magazine
No.240｜2023.4.1

公式Instagram

学長メッセージ

新入生のみなさんへ
当キービジュアルのデザインやキャッチコピーの決定にあたっては、本学
学生にも参画いただき、募られた意見を踏まえ決定致しました。また、
キービジュアルをコンセプトにした動画が大学公式 Web サイト、大学公
式 YouTube チャンネルにて公開されておりますので、下記 QR コードよ
り是非ともご覧ください。
なお、動画内のナレーションは人文学部 表現学科 加藤 さん、藤田 さんに
ご担当いただきました。

詳細はこちらをご確認ください
https://www.youtube.com/watch?v=K3SZVb_Tkek

同窓生入試制度について

入学金免除
淑徳大学短期大学部を除く、淑徳大学（大学院含む）卒業生の２親等以内の
血族の方または在学生の兄弟・姉妹の方は入学金を免除します。

総合点に加点
淑徳大学短期大学部を除く、淑徳大学（大学院含む）卒業生の２親等以内の
血族の方または在学生の兄弟・姉妹の方は、同窓会長の推薦書を出願書類と
一緒に提出することで総合点に加点します。

入学金免除・条件

対象学部

対象入試

手 続 き

全学部

全入試

合格後、入学手続き時に対応

対象学部

対象入試

手 続 き

総合福祉学部・コミュニティ政策学部

総合型選抜（専願）のみ

下記の通り、入試前に対応

優遇資格・条件

※同窓会長の推薦書の交付を受けるためには、「同窓生事前面談」を受ける必要があります。

詳細はこちらをご確認ください

新大学キービジュアル「想い、共に、彩る。」
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